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地質年代区分表
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＊国際正式名称については審査中．

なお，本稿では国際層序委員会の定

める国際年代層序表に従いカラブリ

アンの終了（前期−中期更新世の境

界）を 78.1 万年前としている．し

かし，「チバニアン」の名称を国際

地質科学連合に申請している研究グ

ループによると，地質時代の世界基

準となる国際標準模式地の候補地

「千葉セクション」の白尾火山灰に

含まれる鉱物を用いた年代測定か

ら，これよりも 1 万年ほど新しい年

代値が得られている．この分析結果

から，今後，研究の進展によっては

前期−中期更新世の境界が約 77 万年

前に変更される可能性がある．

日本地質学会が作成した国際年代層序表（2016 年版）に基づいて作成


